
   

 

風薫る季節となりました。新年度がスタートして１か月が経ちました。児童生徒はそれぞれの環

境に慣れ、元気いっぱい学習活動に取り組んでいます。 

さて、今年度も「進路だより」を通して進路行事の様子、地域の福祉サービス事業所の情報、卒

業生の動向など、進路に関する情報を発信していきたいと思います。お子さんの進路選択の一助と

なるよう努力して参ります。 

今後も、保護者の皆様の御理解と御協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

○進路指導部のメンバーです。一年間よろしくお願いいたします 

進路指導主事 蜂谷 政人  進路指導副主事 木原 真由美 

 

 

 

 

 

全体の窓口は、進路指導主事および進路指導副主事となります。進路に関することで何かあり

ましたら、いつでもお気軽に御相談ください。 

 

〇進路指導の目標 

＜小学部＞ 社会参加・自立の基盤づくりの時期 

〔１～３年生〕                〔４～６年生〕 

 ア 一人でできることを増やす。（身辺自立）  ア 一人でできることを増やす。 

 イ 集団生活に慣れる。            イ 適切な人との関わり方を身につける。 

 ウ 言われたことをやろうとする。       ウ 言われたことを最後までやり遂げる。 

 エ 高学年の学校生活を知る。         エ 中学部の学校生活を知る。 

 オ 必要に応じて福祉サービスを利用する。   オ 放課後ケア、ヘルパーなどを活用する。 

 

＜中学部＞ 働く意欲・喜びなど労働の基礎を培う時期 

 ア 一人でできることを増やす。 

 イ 集団の中で適切な人との関わり方を身に付ける。 

 ウ 物を作る喜び、達成感を味わう。 

 エ 高等部の学校生活や社会生活を知る。 

 オ 放課後ケア、ヘルパー、ショートステイなどを利用   

 する。 
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〈小学部〉高橋 勝也 〈富谷校〉坂  保興 〈塩釜校〉福田 清貴 

〈中学部〉齋藤 尚彦・千田 登美子  

〈高等部〉髙本 美香・平塚 和也・早坂 幸一 

各学部・分校の進路担当者 



 

＜高等部＞ 社会生活を想定した具体的な実践力を身につける時期 

 ア 一人でできることを増やし、サポートが必要な部分を見極める。 

 イ 周囲の人に好感をもたれるコミュニケーション能力を身につける。 

 ウ 実社会を想定した働く力・生活力を付ける。 

 エ 社会生活を知る。 

 オ 卒業後の本人を取り巻くネットワークを構築する。 

 

○令和５年度高等部卒業生の進路状況について           

   種類 進路先 

生活介護(７名) 
めるくまーる利府すがや、あすなろ、わはわ大衡、デイホーム土屋た

いわ、たんぽぽ、ほほえみ 

就労継続支援 

Ｂ型(１２名) 

みらい塩釜事業所、ワークスタイルにこ、ソーシャルビレッジ仙台、

DiyCE（ダイス）、And You マズロ〔利府〕、ゆい、おれんじ工房

、アメハレ、大郷ファーム、ステップアップ大和、くりの木 

                                 ※その他 2 名 

○高等部１学年保護者向け進路ガイダンスを実施しました 

 ４月２５日（木）の授業参観、PTA 総会に先駆けて高等部 1 学年保護者向けガイダンス

を実施し、在籍３９名のうち３１名の生徒の御家族に参加していただきました。 

高等部卒業生の進路状況、本校の進路指導の進め方、今後の流れについてスライドや写

真を見ていただきながら説明させていただきました。 

 

○令和６年度の主な進路行事予定 

 ＜小学部＞ 

１月２８日（火）中学部作業体験〔対象：本校・塩釜校６年生〕 

 ※富谷校６年生は、小松島支援学校松陵校を見学予定です。 

＜中学部＞ 

1１月 ７日（木）高等部現場実習見学〔対象：中学部 3年生保護者〕 

＜高等部＞ 

6月 1０日（月）～６月２８日（金）高等部前期現場実習〔対象：高等部〕 

７月２２日（月）～７月２５日（木）高等部進路相談〔対象：高等部〕 

8月２１日（水）職業相談〔対象：高等部３年生で一般企業または就労継続支援 A型事業所を

希望している生徒〕 

10月 2８日（月）～11 月 1５日（金）高等部後期現場実習〔対象：高等部〕 

１２月 ９日（月）～１２月１２日（木）高等部進路相談〔対象：高等部１・２年生〕 

 １月３０日（木）就労生活支援センターわ～く登録会〔対象：高等部３年生で一般企業内定者〕 

＜全学年＞ 

７月２４日（水）進路研修会〔対象：本校・富谷校・塩釜校の教職員と保護者〕 


